
　鎌倉市民生委員児童委員協議会では、広報部会・
提案部会・福祉部会の3つの研究部会が活動を行っ
ています。3部会は市内10地区よりそれぞれ選出さ
れた10名の委員で構成され、部会ごとに活動テー
マを設定し、3年間の任期の中で、広報活動、定例会
や研修、交流会などを行っています。
　福祉部会では、民生委員児童委員活動に役立つ
事は何かを考え、「障害者福祉」、「児童福祉」、「高

◆特集①　県民児協新役員体制のご紹介　◆特集②　県・県社協からの激励メッセージ
◆特集③　令和元年度（平成31年度）受章（賞）者紹介
●活動研究レポート（中学生とのつながりと地域づくりを考える）
●新広報委員のご紹介

齢者福祉」についての学びをそれぞれ3冊子にまと
め、全民生委員児童委員に配布しました。
　「高齢者福祉」については、実践活動もプラスし
て、高齢者施設を数ヶ所訪問し、歌に合わせた手作
りの小道具を披露しながら、チェロとピアノの伴
奏で楽しいふれあい交流を行いました。

（鎌倉市民生委員児童委員協議会）

No.141

－支えあう  住みよい社会  地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
ピアノが得意な民生委員とチェロの名手のご主人の演奏で「めだかの学校」を一緒に。
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二ノ宮要子（綾瀬市）三橋三郎（厚木市） 村上法芳（大和市）笹谷月慧（三浦市）髙津惠一（逗子市）

井上太郎（二宮町） 真間益雄（中井町）鈴木孝善（大磯町）森井順子（寒川町）

村上ちず子（箱根町） 横山公（真鶴町）小野清士（開成町）瀬戸一男（山北町）

　令和元年 12月の臨時総会の承認を経て、今期 3 年間、本役員体制で県民
児協運営を推進していきます。
　それぞれがこれまでの民生委員・児童委員活動で抱いてきたモットーを大切
に、県内約 4,600人の民生委員・児童委員、主任児童委員一人ひとりが、楽しく、
やりがいと誇りを持って活動できるよう、共に力を合わせていきましょう。

　「令和」には、人々が心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つという意味が込められ
ているといいます。この時代を共に生きる委員として、地域の仲間、地区・県市町村
民児協の仲間を大切に育てます。
　今までを振り返り、気づき、今後力を入れる活動を「仲間」でつなぎます。

副会長　佐野美智子（横須賀市）

　県民児協の役員参加は初めてとなり、すでに三ヵ月が経ちました。そんな中で、市
民児協では得られない、市町村会長との出会いは非常に新鮮です。諸先輩方 と々の話
し合いは重要な事と思います。皆さまの意見、要望などお聞きしてより良い県民児協運
営が出来ればと思います。今後ともご指導の程、よろしくお願い致します。

副会長　三觜壽則（藤沢市）

県民児協キャラクター
みんぴょん

3年間よろしく
お願いいたします

● 理 事 ●
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星野茂（鎌倉市）

若松操（伊勢原市）

石井康弘（愛川町）

木下操（茅ヶ崎市）

阿部正信（座間市） 井出晴明（南足柄市）

梅原紘明（湯河原町）

岡田健（小田原市）小原公一（平塚市）

矢村宗克（葉山町）岩澤孝（清川村）

小野治三郎（松田町）寺下かつ子（大井町）

　民生委員制度は百年を有する歴史ある制度です。これからも時代に即した持続可能
な制度や活動を考えていきたいと思います。
　「和顔愛語」の精神で「凡事を徹底」し誰もが笑顔で安全・安心に暮らせる地域を
めざして、皆さま方と共に活動を進めてまいります。
　どうぞ宜しくお願いいたします。

会長　桐生行雄（海老名市）

　新たな体制で、微力ながら、引き続き副会長の重責を努めさせていただきます。
　より一層新たな気持ちで、全民児連の活動スローガンであります「支えあう 住みよ
い社会 地域から」のもと、常に住民に寄り添い、身近な相談相手となり、つなぎ役と
なって、地域福祉の推進に努めてまいりたいと思います。

副会長　熊澤道子（秦野市）

● 常任理事 ● ● 理 事 ●

特集1

～今期 3年間大切にしたいモットーとともに～
神奈川県民児協 新役員体制のご紹介
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民生委員・児童委員の皆様へ
神奈川県・神奈川県社協からの激励メッセージ

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局

福
祉
部
地
域
福
祉
課

課
長

　長
島

　圭
太

　様

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
本
県
の
福
祉
施
策
に
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
と
も
に
生
き

る
社
会
か
な
が
わ
」
を
実
現
す
る
た
め

に
種
々
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
一
番
身
近
な
存
在
と
し

て
活
動
す
る
皆
様
が
行
う
、
高
齢
者
や

支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
の
見
守
り

や
相
談
な
ど
の
委
員
活
動
は
、
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
県
・
市
町
村
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会
に
と
っ
て
も
大
変
に
有

意
義
で
重
要
な
活
動
で
す
。

　

本
県
と
し
て
も
、
皆
様
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
県
の
た
よ
り
等
で
の
広

報
活
動
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

へ
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
町
村
や
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
委
員
の

皆
様
へ
の
一
層
の
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
ぜ
ひ
、

「
と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
」
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
県
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局

子
ど
も
み
ら
い
部
子
ど
も
家
庭
課

課
長

　中
野

　美
智
子

　様

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
住
民
の
身
近
な
支
援
者

と
し
て
御
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
相
談
対
応
件
数
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
は
、
「
し

つ
け
に
お
け
る
体
罰
の
禁
止
」
が
明
文

化
さ
れ
た
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
機
会
を
捉
え
、
体
罰

に
よ
ら
な
い
子
育
て
の
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
面
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
と
保
護
者
を
地
域
で
見
守

り
、
支
援
し
、
行
政
と
の
架
け
橋
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
の
日
々
の
地

道
な
活
動
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
す
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
健
や
か
に
地
域
で
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
、
私
ど
も
行
政
と
の
連
携
、
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

　篠
原

　正
治

　様

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
会
事
業
の
推
進
に
も
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
構
造
が
変
化
し
、
様
々
な
つ
な

が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
今
日
の
社
会

に
お
い
て
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
生

の
声
を
聞
き
、
生
活
の
困
り
ご
と
や
地

域
の
問
題
を
把
握
し
、
必
要
な
支
援
に

つ
な
ぐ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

は
非
常
に
意
義
あ
る
も
の
で
あ
り
、
皆

様
の
各
地
域
で
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
本
会
と
し
て
も

引
き
続
き
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
は
か
る

べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
会
は
地
域
住
民
と
多
様
な
主
体
の

協
働
に
よ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
を
目
標

に
、
地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
各
種
の

取
組
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も

本
会
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
参
加
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◇
春
の
褒
章
（
5
月
21
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
横
須
賀
市
〕
川
口
光
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
小
澤
登
代
子

◇
秋
の
褒
章
（
11
月
3
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
横
須
賀
市
〕
志
田
良
子　

〔
鎌
倉
市
〕
平
本
恭
子

〔
小
田
原
市
〕
市
川
昭
維
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
22
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
横
須
賀
市
〕

澤
照
代　

𠮷
田
孝
志

〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之

〔
秦
野
市
〕
丸
山
清
江

〔
藤
沢
市
〕
手
島
曉
子

〔
小
田
原
市
〕
市
川

江

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
】

　
横
須
賀
市
長
井
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

◇
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
（
1
月
21
日
付
）

〔
平
塚
市
〕
齋
藤
治
一　

大
塚
英
子

　

大
村
満
裕　

〔
鎌
倉
市
〕
白
井
智
子　

和
田
淑
子

　

大
木
君
江　

瀧
川
フ
ク　

内
野
邦
代

　

後
藤
玲
子　

安
齋
百
合
子　

菅
井
克
男　

〔
藤
沢
市
〕
高
須
喜
代
美　

大
木
範
子

　

吉
岡
宏
子　

内
田
昌
子　

堤
幸
子

　

内
野
典
子　

杉
渕
美
有
子　

正
田
惠
美
子

　

池
田
惠
美
子　

石
渡
ミ
ヱ
子　

小
倉
滿
男

　

由
井
清
子　

落
合
英
只　

大
嵩
忠
義

　

小
泉
富
子　

鷹
﨑
律
子　

松
倉
明
子　

〔
小
田
原
市
〕
窪
田
き
み　

日
下
部
透

　

山
口
正
隆　

長
谷
川
ト
キ
子　

長
井
和
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
新
倉
篤
子

〔
三
浦
市
〕
田
原
勝
子　

大
井
惠
子

〔
秦
野
市
〕
原
逸
夫　

森
坂
紀
子

〔
厚
木
市
〕
川
島
陽
子　

平
本
俊
弘

　

志
村
忠
臣　

森
住
勝
夫

〔
大
和
市
〕
佐
藤
幸
枝　

鈴
田
俊
英

　

船
津
ツ
ネ
子　

瀧
本
信
子　

柿
沼
信
子

　

𠮷
田
カ
ツ
子　

宮
本
繁
子　

佐
藤
洋
子　

　

稲
垣
純
子　

井
上
定
男　

藤
沼
重
雄

〔
海
老
名
市
〕
水
本
晶
子　

杉
原
美
津
江

〔
座
間
市
〕
城
条
洋
子　

吉
原
克
枝

　

山
田
敏
子　

河
原
田
純
子　

一
杉
規
予
子

　

越
智
慶
子　

和
田
泰
弘　

末
永
八
百
子

　

西
原
博
子　

鈴
木
兼
夫　

齊
藤
敏
勝

　

佐
藤
雅
彦　
草
薙
菊
江

〔
綾
瀬
市
〕
古
塩
幸
子　

木
村
照
子

　

久
津
間
勲　

前
野
永
年　

橋
口
節
子

　

越
智
洋
之　

廣
田
博
美

〔
葉
山
町
〕
上
野
英
樹

〔
大
井
町
〕
植
松
伸
二

〔
箱
根
町
〕
岡
本
光
代

〔
真
鶴
町
〕
土
屋
節
子

〔
湯
河
原
町
〕
袴
田
百
合
子　

髙
杉
正
枝　

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
（
11
月
22
日
付
）

〔
横
須
賀
市
〕
森
美
知
子

〔
平
塚
市
〕
岩
﨑
悦
子

〔
鎌
倉
市
〕
杉
山
昌
美

〔
藤
沢
市
〕
吉
岡
宏
子　

加
藤
み
は
る

〔
逗
子
市
〕
東
海
幸
緒

〔
大
和
市
〕
鈴
田
俊
英

〔
座
間
市
〕
吉
原
克
枝

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
（
10
月
17
日
付
）

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

　

横
須
賀
市
浦
賀
第
一
地
区
民
児
協

　

南
足
柄
市
民
児
協

【
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
今
野
幸
子　

佐
野
美
智
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
篠
原
德
守

〔
厚
木
市
〕
渡
邊
治
代

〔
秦
野
市
〕
熊
澤
道
子　

丸
山
清
江

〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之　

内
海
美
穗
子

【
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
役
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
白
井
幸
江

〔
藤
沢
市
〕
三
浦
絹
子

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰
】

〔
秦
野
市
〕
丸
山
清
江　

森
坂
紀
子

〔
葉
山
町
〕
相
澤
寶
子

〔
湯
河
原
町
〕
鎌
田
茂
之

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
長
谷
川
和
子　

指
宿
喜
代
子

　

川
嶋
德
子　

渡
邉
則
子

〔
平
塚
市
〕
岡
部
由
美
子　

相
原
ふ
み

　

田
中
利
夫　

堀
口
修
一

〔
藤
沢
市
〕
久
保
本
洋
一　

三
木
瑛
子

　

和
泉
圭
亮

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
兼
藤
若
江

〔
逗
子
市
〕
山
口
悦
子　

鈴
木
昌
代

　

大
木
悦
子　

市
川
由
美
子

〔
秦
野
市
〕
和
田
房
枝　

北
村
均

〔
厚
木
市
〕
諏
佐
ミ
キ
子

〔
大
和
市
〕
武
川
孝
子　

小
倉
幸
子

　

成
田
志
津
子

〔
海
老
名
市
〕
亀
澤
ま
す
み

〔
座
間
市
〕
宮
松
正
一

〔
綾
瀬
市
〕
庄
司
幸
枝　

稲
村
絹
枝

　

井
上
勝
之　

岩
井
勇
夫　

河
又
隆

　

峰
尾

子　

伊
藤
寧
彦　

秌
場
里
子

　

狐
塚
文
子　

八
木
修
治　

人
見
カ
ツ
子

　

鈴
木
正
治　

根
岸
尭
子　

池
亀
昇

〔
寒
川
町
〕
青
木
澄
雄

〔
山
北
町
〕
髙
橋
つ
や　

三
尋
木
聡
美

〔
箱
根
町
〕
高
橋
政
江　

栁
澤
昌
子

◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
6
月
20
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】

〔
横
須
賀
市
〕
白
井
幸
江

〔
藤
沢
市
〕
末
吉
育
子

〔
小
田
原
市
〕
窪
田
き
み

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
木
村
は
な
子

〔
秦
野
市
〕
丸
山
清
江

〔
湯
河
原
町
〕
鎌
田
茂
之

◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
10
月
18
日
付
）

【
民
生
委
員・児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰（
在
職
15
年
）】

〔
鎌
倉
市
〕
深
見
正
美

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
兼
藤
若
江

〔
厚
木
市
〕
筑
後
さ
と
子

〔
綾
瀬
市
〕
橋
口
節
子

【
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰
（
個
人
）
】

〔
藤
沢
市
〕
三
浦
絹
子　

大
木
範
子

〔
小
田
原
市
〕
山
口
正
隆

【
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰
（
団
体
）
】

　

鎌
倉
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

湯
河
原
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
（
10
月
18
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
20
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
岩
田
勝
江　

澤
照
代　

　

菊
田
美
津
代　

小
關
春
枝　

鈴
木
佐
智
子

　

長
谷
川
悦
子　

林
美
佐
子　

藤
井
幸
子　

　

松
井
節
子　

𠮷
田
孝
志

〔
平
塚
市
〕
岩
﨑
悦
子　

遠
藤
宏
信

　

齋
藤
治
一　

山
田
信
子

〔
鎌
倉
市
〕
安
齋
百
合
子　

内
野
邦
代

　

後
藤
玲
子　

瀧
川
フ
ク　

宮
嵜
早
苗

〔
藤
沢
市
〕
東
洋
子　

池
田
惠
美
子

　

石
井
康
子　

川
村
喜
八
郎　

小
嶋
紀
子

　

原
田
幸
子　

三
堀
眞
知
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
新
倉
篤
子

〔
逗
子
市
〕
岩
本
靖
枝　

東
海
幸
緒

〔
秦
野
市
〕
丸
山
清
江　

森
坂
紀
子

〔
厚
木
市
〕
川
島
陽
子

〔
大
和
市
〕
鈴
田
俊
英　

𠮷
田
カ
ツ
子

　

力
武
美
也
子

〔
座
間
市
〕
一
杉
規
予
子　

伊
藤
優
子

　

稲
垣
文
野　

河
原
田
純
子　

種
村
め
ぐ
む

　

橋
本
禎
子　

山
田
敏
子

〔
綾
瀬
市
〕
木
村
照
子

〔
葉
山
町
〕
相
澤
寶
子

〔
寒
川
町
〕
石
塚
美
智
子

〔
箱
根
町
〕
勝
俣
晶
子　

川
口
満
子

　

芝
京
子　

村
上
ち
ず
子

〔
湯
河
原
町
〕
鎌
田
茂
之

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
（
10
月
18
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
10
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
川
嶋
德
子　

長
谷
川
和
子

　

三
和
春
枝　

渡
邉
則
子

〔
平
塚
市
〕
髙
梨
て
る
よ　

田
中
利
夫

　

一
杉
高
由

〔
鎌
倉
市
〕
清
田
敏
子　

千
代
美
和
子

　

宮
崎
芳
子

〔
藤
沢
市
〕
髙
田
慧
子　

髙
橋
里
美

　

森
田
万
紀
子

〔
小
田
原
市
〕
本
夛
孝

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
谷
藤
保
雄

〔
逗
子
市
〕
市
川
由
美
子　

大
木
悦
子

〔
厚
木
市
〕
木
村
美
子　

諏
佐
ミ
キ
子

〔
大
和
市
〕
岡
田
靜
江　

齋
藤
啓
子

　

髙
橋
伸
夫　

田
邉
は
る
み　

成
田
志
津
子

　

本
間
和
子　

牧
野
康
子

〔
海
老
名
市
〕
石
垣
幸
子　

梅
田
ひ
ろ
子

　

亀
澤
ま
す
み　

小
池
一
美

　

佐
久
間
え
い
子　

守
屋
佐
千
子　

〔
綾
瀬
市
〕
稲
村
絹
枝

〔
箱
根
町
〕
高
橋
政
江　

栁
澤
昌
子

〔
真
鶴
町
〕
岡
村
信
子

◇
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
10
月
18
日
付
）

【
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
個
人
）
】

〔
鎌
倉
市
〕
瀧
川
フ
ク

〔
藤
沢
市
〕
末
吉
育
子

〔
小
田
原
市
〕
松
本
公
子

※
敬
称
略
。
受
賞
名
簿
順
。
所
属
等
は
受
章
当
時
。

令
和
元
年
度（
平
成
31
年
度
）受
章（
賞
）者
紹
介

特集3
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協
働
で
つ
く
る
中
学
生
と

 

子
ど
も
達
と
の
交
流
の
場

　

11
月
27
日
、
会
場
の
泉
中
学
校
に
、

乳
児
か
ら
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
達
24
人

と
そ
の
お
母
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

２
地
区
の
主
任
児
童
委
員
・
児
童
委

員
（
以
下
、
委
員
）
は
、
校
舎
の
入
口

で
受
付
を
し
、
幼
児
交
流
会
が
行
わ
れ

る
被
服
室
ま
で
、
参
加
者
を
案
内
し
ま

す
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
足

元
、
気
を
付
け
て
ね
」
と
明
る
い
声
が

校
舎
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

 

「
今
日
は
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
生
徒
の
一
人
が
挨
拶
を
し
て
、

１
ク
ラ
ス
40
分
程
の
交
流
会
が
始
ま
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
手
作
り
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
。

飛
び
出
す
絵
本
や
、
フ
ェ
ル
ト
や
毛
糸

を
使
い
手
の
感
触
で
楽
し
め
る
絵
本
な

ど
、
生
徒
が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
満
載
の

絵
本
が
数
多
く
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
初

め
は
遠
慮
し
が
ち
で
、
関
わ
り
方
に
戸

惑
っ
た
様
子
の
生
徒
も
、
程
な
く
し
て

賑
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
の
あ
と
は
、
各
グ
ル
ー

プ
が
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
遊
び
道
具

で
交
流
を
し
ま
す
。

　

赤
い
車
は
大
人
気
。
子
ど
も
達
が
順

番
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
待
ち
き
れ

ず
泣
き
出
す
子
も
い
る
ほ
ど
。
人
気
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
パ
ズ
ル
は
、
交

流
会
終
了
後
に
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
や
い
な
や
、
あ
っ
と
言
う
間

に
、
子
ど
も
達
の
手
元
に
渡
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
か
ら

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
お
母
さ
ん

に
声
を
か
け
た
り
、
生
徒
に
「
こ
の
お

も
ち
ゃ
面
白
い
ね
」
「
子
ど
も
達
待
っ

て
る
よ
」
と
話
し
か
け
た
り
、
先
生
と

会
話
を
交
わ
す
な
ど
、
終
始
暖
か
い
眼

差
し
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

 

地
域
と
の
交
流
が
中
学
生
の

〝
地
域
力
〞
を
育
む

 

「
子
ど
も
は
好
き
で
す
。
僕
ら
は
、

中
学
生
と
の
つ
な
が
り
と
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

〜
小
田
原
市
泉
中
学
校
の
幼
児
交
流
会
の
取
り
組
み
か
ら
〜

　

小
田
原
市
泉
中
学
校
の
３
年
生
は
、
家
庭
科
の
授
業
で
幼
児
の
心
や
体
の
発
達
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
最
後
の
集
大
成
と
し

て
幼
児
教
材
を
作
り
ま
す
。
そ
の
作
品
で
、
地
域
の
子
ど
も
達
に
遊
ん
で
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
「
幼
児
交
流
会
」
と
い
う

取
組
み
を
、
泉
中
学
校
と
富
水
地
区
民
児
協
、
東
富
水
地
区
民
児
協
が
、
協
働
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

市町村民児協発
活動研究レポート

№44

こ
の
子
達
の
先
輩
だ
か
ら
」
と
何
気
な

く
話
し
て
く
れ
た
男
子
生
徒
。
生
徒
が
、

そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
子
ど
も
達
に
接

し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
女
子
生
徒
は
「
い
つ
も

同
年
代
の
子
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
け
ど
、

色
々
な
年
代
の
人
と
関
わ
る
の
も
楽
し

い
ん
だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
」
と
気
付

き
を
口
に
し
、
あ
る
男
子
生
徒
は
「
こ

の
授
業
の
準
備
を
し
て
た
ら
、
地
域
の

子
ど
も
達
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
地
域
へ
の
目
の
向
け
方
に
変
化

が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

 

「
普
段
そ
っ
け
な
い
生
徒
で
も
、
こ

の
交
流
会
の
後
は
、
挨
拶
を
し
て
く
れ

た
り
す
る
ん
で
す
」
と
嬉
し
そ
う
に
語

る
委
員
の
皆
さ
ん
。

　

教
頭
先
生
が
、
「
地
域
に
と
っ
て
、

中
学
生
の
力
は
役
に
立
つ
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
方
々
と
交

流
す
る
こ
と
で
、
〝
地
域
力
〞
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
大
事
な
機
会
で

す
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
、

生
徒
が
地
域
の
一
員
と
し
て
認
識
さ
れ
、

ま
た
中
学
生
も
地
域
の
一
員
で
あ
る
意

識
が
芽
生
え
る
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

 

地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
は
互
い
を

 

知
り
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

　

こ
の
幼
児
交
流
会
は
、
東
富
水
地
区

「お花の絵がフカフカしてるよ」と生徒が子どもに微笑み
かけます。

子どもに人気のキャラクターを用いて喜んでもらおうと制作した
中学生の力作おもちゃの数 ！々
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赤ちゃんの力
　　～ベビースキーマ～

民
児
協
の
子
育
て
サ
ロ
ン
「
育
ち
っ

こ
」
と
泉
中
学
校
が
８
年
前
に
始
め
ま

し
た
。
６
年
程
前
か
ら
は
、
同
じ
中
学

校
区
の
富
水
地
区
民
児
協
の
子
育
て
サ

ロ
ン
「
ミ
ッ
キ
ー
の
会
」
と
合
同
で
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
、
い

ず
み
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

小
田
原
市
で
２
番
目
に
校
舎
が
古
い

泉
中
学
校
。
長
い
歴
史
の
中
に
は
、
中

学
校
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
う
す
く
、

緊
張
感
が
張
り
詰
め
、
ど
こ
か
近
寄
り

が
た
い
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
、
健
や
か
で
明
る
く
熱
心

な
生
徒
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

「
昔
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
然
違
う
」
と

感
じ
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

あ
る
お
母
さ
ん
は
、
「
自
分
の
子
も

こ
こ
の
生
徒
に
な
る
。
一
生
懸
命
で
優

し
い
生
徒
が
多
く
て
良
い
で
す
ね
」
と

目
を
細
め
、
自
身
も
泉
中
学
校
出
身
だ

と
い
う
お
母
さ
ん
は
、
「
昔
と
は
違
う
。

と
て
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

委
員
や
先
生
方
も
、
こ
の
点
が
一
番

の
意
義
だ
と
言
い
ま
す
。
互
い
を
知
り
、

思
い
を
垣
間
見
て
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
、
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

委
員
の
役
割
の
一
つ
は
、
「
つ
な
ぐ

こ
と
」
。
人
と
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
つ

な
ぐ
だ
け
で
な
く
、
「
人
と
人
を
つ
な

ぐ
こ
と
」
「
思
い
を
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
」
、
そ
し
て
「
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
達
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
、

共
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
」
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員 

大
沢
み
き
、
邉
見
千
恵
）

※
役
職
は
取
材
当
時
の
も
の
で
す
。

　ノーベル賞受賞者の動物行動学者コンラッ
ト・ローレンツは赤ちゃんに見られる身体特徴
（広い額、幅の広い顔、平坦な顔、大きな目、小さ
な鼻、小さな顎、小さな歯、短い手足など）を「ベ
ビースキーマ」と呼び、人がそのような刺激を受
け取ると「かわいい」「愛おしい」「守りたい」守ろ
うとする行動が自然に生じるとしています。こう
した赤ちゃんの力を活用して、中学生の社会性、
利他性などを伸ばす取り組みです。この取り組
みは、国の取り組みで言うと「乳幼児触れあい
体験」となります。市町村や、教育委員会が取り
組むことを推奨されています。特に学校について
は、中学校学習指導要領及び高等学校学習指
導要領に位置づけられている取り組みです。

　乳幼児の可愛さと存在感、つまり赤ちゃんの
力が、「地域の子どもたちが気になるようになっ
た」り、「普段そっけない生徒でもこの交流会の
後は、挨拶をしてくれたり」など、中学生を変えて
しまっています。そして、こうした中学生の力が、
「一生懸命で優しい生徒が多くていいですね」と
乳幼児の親たちの気持ちを動かしています。そし
て、地域で再び出会ったときは、きっと中学生た
ちは乳幼児に声をかけ、親たちとあいさつし、児
童委員とも挨拶をするなど地域コミュニティづ
くり、つまり地域の力アップにも貢献しているは
ずです。今後は高校生世代にも発展していくと
良いですね。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

 

大正大学　教授
西郷　泰之さん

主任児童委員とお母さんも楽しそう！

終盤は生徒と子ども達の距離が確実に近くなりました。思わず「あら、
兄妹みたい」と口にするお母さんも。
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今期３年間の「県民児協だより」を私たちが担当します
　令和２年２月18日に新体制で広報委員会が開催され、委員の互選により、委員長は根本智さん、副委員長
は高田陽子さんが選出されました。各市町村民児協から選出された通信員と共に、これからの３年間、民生委
員・児童委員、主任児童委員の目線で、会員一人ひとりに身近で、分かりやすく楽しく役に立つ紙面づくりに、
力を合わせて取り組んでいきます。 どうぞよろしくお願いいたします。

　三年間、広報委員を務めさせ
ていただきますが、民生児童委
員、主任児童委員の活動内容を
分かり易く皆様が「好読」出来る
ような広報紙づくりに努力して
まいります。

　ご提案や情報の共有など紙面
を通して「民生委員・児童委員、主
任児童委員っていいね」と感じて
いただける『県民児協だより』を
お届けできればと思います。
　どうぞよろしくお願い致します。

　九十一才の母は、私の人生の
「学び」であります。 長い経験は
宝物です。 民生・児童委員の広
報活動を通して、幼児から高齢
者までの情報を広く伝えられる
よう、がんばってまいります。

八木下修治（愛川町）

倉橋郁子（海老名市）

若林宏光（箱根町）

　ニュースを見るたび
思うのは『ありふれた
日常を過ごせたら幸せ』
ってこと。
　今、困難な中にいる
子ども達が、平穏な日
常を過ごすことがで
きるよう、私はペンを
持って応援します。

西村恵美子（南足柄市）
　この度選出されました
７名の県民児協広報委員
及び事務局の方々と「布
衣之交」を以って過去の
事例に囚われない明朗
で闊達な紙面作りを心掛
けて参りたいと思ってお
ります。皆様には何卒宜
しくお願いいたします。

根本智（横須賀市）
　これまでは、サーッ
と見てきた“民児協だ
より”。
　これからは、“老眼”
に鞭打ってはしからは
しまでじっくり読み込
み、皆さんと仲良く、楽
しく頑張って行きたい
と思います。

高田陽子（茅ヶ崎市）

　「広報委員」初めての
経験です。
　メンバーの方々と協
力しながら、「一つのも
のを作り上げる」貴重な
体験が出来ることを楽
しみにしています。その
ワクワク感を発信でき
たらと思っています。

佐野千代子（大磯町）


